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Life in an Aged Housing Complex Described  
in Community Papers
Case Study of Jindai Housing Complex
During the period of rapid economic growth in Japan (1950s -1970s), many 
workers from the countryside moved to urban areas. Due to this, there was a lack of 
residential homes for such workers. In order to tackle this issue, many housing com-
plexes were built. Today, after 40 to 60 years many of their residents have become 
elderly. In this paper, lives of residents in a current housing complex described in 
community papers was examined from the case study of Jindai housing complex, 
Tokyo. Annual events in the housing complex, activities of the residents’ associa-
tion for the elderly and complaints to other residents were focused. Lifestyles of the 
residents of the current housing complex is very diverse. On the other hand, activi-
ties and events which were done at home once are carried out jointly in the housing 











上回る団地も多い［石川 2012; 小池ほか 2013］。高度経済成長期に建てられた多くの団地は、建
物の経年劣化と居住者の高齢化の「二つの老い」に直面している［増永 2013］。
これらの団地の建設当時には、新たな住居形態が注目され、「団地族」と呼ばれた団地居住者
の生活や社会関係を解明しようとする多くの調査研究が実施された［磯村 1964; 鈴木 1966; 森口 
1966; 大藪 1966; 北原 1967; 倉石 1970］。その後、団地居住者が徐々に高齢化していくなかで、団







































7.0％、生産年齢人口となる高校生から 65歳未満の人が 53.0％、65歳以上の高齢者が 40.0％であ
る。高齢者のうちの 25.1％は 1人暮らし世帯である。2010年の国勢調査時点での日本全体の平
















表 1　神代団地住民の人口構成（2014 年 3月現在・自治会調べ・値は％）
性別 年齢
男性 47.5 中学生未満 7.0
女性 52.5 高校生～ 65歳未満 53.0
65歳以上（内、独居者） 40.0（25.1）
図 1　神代団地自治会組織図
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表 2　2013 年 5月から 2014 年 5月の「自治会ニュース」
発行日 13/5/29 13/6/3 13/6/10 13/6/24 13/6/28 13/7/5 13/7/12 13/7/24 13/8/2 13/8/12
住民の声 なし なし なし なし あり なし なし なし なし あり
発行日 13/8/21 13/9/2 13/9/13 13/9/27 13/10/7 13/10/11 13/10/16 13/11/1 13/11/13 13/11/25
住民の声 なし あり なし なし なし なし なし なし なし なし
発行日 13/12/4 13/12/11 13/12/25 14/1/6 14/1/17 14/1/22 14/1/29 14/2/3 14/2/10 14/2/19
住民の声 なし なし あり あり なし なし なし なし なし なし
発行日 14/2/24 14/3/10 14/3/24 14/3/31 14/4/14 14/5/2 14/5/12 14/5/23







































日　程 3/1～ 3 5/5 8/17～ 18 9/15 10/13 12/7
行事名 ①雛祭り ②端午の節句 ③盆踊り ④防災訓練 ⑤団地祭り ⑥餅つき




































ふれあいサロン・ふれあい喫茶・居酒屋じんだい 各月 1回 集会所


































































































































（1） 公団の団地は 1960年代の後半から 1970年代の前半に最も多く建設され、その期間の計画戸数






（3） 「自治会ニュース」という名称の自治会報は、1978年 4月にはじめて発行されたが、当時は 2ヶ
月に 1度の発行頻度であり、会議結果の報告や記録を主な目的としており、内容が現在の「自
治会ニュース」とは異なっていた。「自治会ニュース」は過去 3年分のみ保存されており、現在
の形式・内容の「自治会ニュース」が発行されはじめた時期や通巻号数は記録されておらず不
明であるが、A氏が事務局長になった 2004年当時には存在していた（聞き取り結果より）。
（4） 松崎かおりが高島平団地の住民に団地住民間の苦情について聞き取りをした結果では、水、臭い、
音、ペットに関する苦情が挙げられている［板橋区史編さん調査会編 1997: 467-469］。
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